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グローバル金融ビジネスを支える海外複合通信

ネットワークシステムー野村謹券株式会社-
NewGlobalMultimediaCommunicationNetworkSYStem

OfNomuraSecuritiesCoりLtd.

野村語券株式会社海外複合通信ネットワークシステムは,国際金融業務が急

速に成長しつつあり,またグローバルトレーディングなどが実現される今日,

最新の技術を採用しマルチメディアネットワークとして再構築したものである｡

システムは業務系ネットワーク,情報系ネットワークと完全に独立しており,

ファクシミリ蓄積交換,ディジタル電話,テレックス通信などを国際標準に準

拠したプロトコルで接続している｡

システムの再構築により,業務支援ネットワークシステムとしてグローバリ

ゼーションへの対応強化が推進された｡

また,システム面でも高い性能,信頼性,拡張性が確保され,システム資源

の有効活用および24時間無人運転,分散運用の実現による本格的な運用の省力

化が図られた｡

n 緒 言

野村讃券株式会社の海外複合通信システムCOMPASSI

(Computer and Communication System for Overseas

Management,Planning,AnalysisandSalesPromotionvia

SatelliteI)は1980年に稼動を開始し,国内および海外拠点間

の業務連絡用ネットワークとしてG3ファクシミリとアナログ

電話をサポートしてきた｡しかし,グローバル金融ビジネス

の急速な拡大に伴い,国際間での通信量の伸びも予想をはる

かに上回るペースで増大してきた｡そこで,急激なニューメ

ディア技術の進歩をにらみ,かつ将来の通信量増加にも耐え

うる拡張性を重視したシステムとして,新COMPASSIシス

テムを再構築した｡

新COMPASSIはファクシミリ,電話通信に限定せず,技

術の進歩によって現れるマルチメディア通信の収容を可能と

する複合通信ネットワークとし,当初はテレックス通信,ワ

ードプロセッサ(以下,ワープロと略す｡)通信を収容すること

とした｡また,全世界をカバーする広大な地域的規模,時差

を考慮し,ネットワークの運用は世界を三つの地域に分割し,

東京,ロンドン,ニューヨークのコンピュータセンタでそれ

ぞれの地域の運用を担当する分散運用を基本とした｡
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なお,本システムは1988年11月から稼動を開始し,現在も

順次ディーリング電話の増強など拠点拡充を行っている｡

凶 システムの概要

新COMPASSIシステムは,東京,ロンドン,ニューヨー

クの主要拠点にパケット交換機を設置し,それらの間をTADI

(高効率多重化装置)およびHITMUX(日立マルチメディア多

重化装置)を経由し,高速ディジタル国際回線で結んだ基幹ネ

ットワークをベースにしている｡また,主要拠点にはファク

シミリ通信用の蓄積交換装置としてD960分散コンピュータを

複数台設置し,一般拠点に設置したファクシミリと接続して

いる｡さらに内線ディジタル電話,テレックス通信,ワープ

ロ通信を統合した拡張性に富んだ大規模マルチメディアネッ

トワークシステムである｡

システムの全体構成を匡=に示す｡

田 システム構築の考え方

新COMPASSI構築に当たっての技術的要件を次に述べ

る｡
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図l新COMPASS Iの全体構成 東京,ロンドン,ニューヨークの各センタ間を高速ディジタル回線で接続し,基幹トライアングルネット

ワークとL全拠点間のマルチメディア通信をサポートLている｡

3.1拡張性の確保

新COMPASSIシステムは,大量ファクシミリデータの伝

送,ディジタル電話などに適したシステムであり,図2に示

すように業務系,情報系のデータ系ネットワークとは完全に

独立させ,データ通信の性能,信頼性に影響を及ぼすことな

く,ファクシミリ収容台数,電話回線収容数,通信量などの

必要規模に応じた構成とし,順次拡張可能としている｡収容

能力を越えた場合は,機器(パケット交換機,ファクシミリ蓄

積交換装置など),回線を増設することによって容易に拡張可

能な構成としている｡
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3.2 分散運用方式の実現とシステムの集中管理

本システムは主要3拠点(東京,ロンドン,ニューヨーク)

での分散運用を基本とし,無人運転を原則として,重要障害

時だけ有人で運用作業を行う｡ただし,システムの管理はワ

ークステーションを採用したネットワーク集中監視システム

を管理センタに導入し,集中管理を可能にしている｡

3.3 マルチメディアネットワーク システム

本システムは,ファクシミリ,電話通信に限定せず,技術

の進歩によって現れるニューメディア通信の収容を可能とす

るマルチメディア ネットワーク システムとする｡当初はテ
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図2 新COMPASS Iネットワークの位置づけ 新COMPASS

Iネットワークはマルチメディア専用のネットワークであり,業務系,

情報系のコンピュータシステム用ネットワークから完全に独立させ,シ

ステム全体の高い信頼性,拡張性を可能とLている｡

レックス,ワープロ通信を収容する｡

3.4 内線電話システム

本システムは高品質ディジタル電話を採用し,各収容拠点

の内線電話から相手内線まで直接ダイヤルできるシステムと

する｡将来は需要に応じて回線数の拡張,仝海外拠点への展

開を図り,グローバル電話網の実現を目指す｡

田 システムの特徴

新COMPASSIシステムは,きたるべき本格的なグローバ

ルトレーディング時代に備えた高度な拡張性への対応が可能

なシステムとなっている｡システムは国3に示すネットワー

ク構造から成り,各層ごとに機能を選択し,システムに最適

な国際標準に準拠したプロトコルを設定している｡

4.1マルチメディア伝送機能

基幹ネットワークを構成するHIPANET(HitachiPacket

Switching Network System)/PS(Packet Switch)400シス

テムは,国際標準であるCCITT(国際電信電話諮問委員会)の

Ⅹ.25'84年版をサポートしたパケット網であー),各種のメディ

ア(70ロトコル)をⅩ.25に変換することによってデータをネッ

トワーク上に伝送することができる｡Ⅹ.25以外のメディアを

接続する場合はTIP(プロトコル変換装置)を介して接続する｡

通信形態は端末の種類および運用上の用途によって蓄積交

換処理を行う蓄積系と,蓄積を行わないスルー系の二つに分

かれている｡端末の種類と通信形態を表1に示す｡

/ /

音声通信網

ファクシミリ

通信網

テレックス

ワープロ

通信網

パケ ット 通信網

基幹HITM]×通信網

国 内,国 際 伝 送 路

図3 ネットワーク構造概念 各層ごとに機能を選択し,システム

に最適な国際標準に準拠Lたプロトコルを設定している｡

表l端末の種類と通信形態 通信形態は端末の種類および運用上

の用途により,蓄積系とスルー系に分かれている｡

No. 端 末
通信形態

備 考
蓄積系 スルー系

】 G4ファクシミリ (⊃

2 公衆G3ファクシミリ ○ FTC経由

3 テレックス (⊃ 1▲lP経由

4 ワープロ ○

4.2 ファクシミリ蓄積交換機能

ファクシミリ蓄積交換装置MHP(Message Handling

Processor)は,国際標準であるCCITTで規定しているⅩ.400

MHS(Message Handling System)に準拠したシステム機

能をサポートしている｡MHPの蓄積交換能力はシステムの

ピーク時間帯で,1枚のA4原稿を送る際,相手のファクシ

ミリに出力されるまでの最大遅延時間1時間以内を保証し

ている｡

ファクシミリ端末としては,MIiSをサポートするとともに,

同報,親展送信などが高い操作性で実現でき,かつ高速,高

画質の伝送が可能なG4ファクシミリを採用している｡

また,G4ファクシミリ障害時に通常のG3ファクシミリを

用い公衆網経由で代行可能なFTC(ファクシミリ端末制御装

置)も採用している｡

4.3 ディジタル電話機能

電話機能としては東京,ロンドン,ニューヨークの主要拠

点に設置しているPBXに接続された拠点内電話をTADI,

HITMUXと接続し,他のメディア通信と回線を共用し回線使

用効率の向上を図っている｡

ディジタル電話は音声の高品質を保証するため,32kビット/

秒圧縮(ADPCM:Adaptive DifferentialPulse Coded

l17
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Modulation)方式を採用している｡TADIによる音声と他のメ

ディアの多重方式を図4に示す｡

4.4 バックアップ機能

通信の重要度が高い新COMPASSIシステムでは,ネット

ワーク機器または回線の障害によってサービスが簡単に中断

されてはならないという要件がある｡このため機器の二重化,

迂(う)回ルートの設定,FTCを含むファクシミリの代行受信

機能などによって信頼性を高めている｡
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図4 音声と他のメディアの多重方式 TADlで電話の使用(オフ

フック)･未使用(オンフック)を判定し,書声と他のメディアを多重化
する｡
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4.5 運用機能

本システムは正常稼動時は24時間無人運転を基本する｡

ネットワークの運用は,原則として各主要拠点による分散

運用方式とする｡システム全体の稼動管理,稼動状況分析な

どは管理センタで定期的に実施し,ネットワークのチューニ

ングに備えている｡

且 システムの運用

新COMPASSIのネットワーク運用は,コンピュータ運用

と異なり,基本的には無人運用であー),また専任の運用管理

者を置かないことから人手がかからないようにしなければな

らない｡しかし,ネットワークの障害はしばしば業務に重大

な支障を引き起こすことがあるので,障害発生時の検知と対

応は迅速なことが必要である｡

また,ネットワーク運用には障害運用ばかりでなく,日々

の消耗品の補給,ネットワークトラフィックの把握,その分

析に基づいたネットワークの増強,構成の変更などの業務運

用も重要である｡そのほかファクシミリ通信,電話の機能な

どに関する問い合わせへの対応なども大きな業務運用作業の

一つである｡

5.1運用の基本的考え方

本システムではシステムの運用をネットワーク運用と業務

運用に分類し,それぞれ対応部門を分離している｡システム

の運用体制を図5に,各部門の役割と責任分担を表2に示す｡

5.2 ソフトウェア保守

ネットワーク機器にハードウェア障害が発生した場合は,

東 京 セ ン タ

アジア地域管理局

+__-__

ロ ンド ンセ ンタ

ヨーロッパ地域管理局

ニューヨークセンタ

アメリカ地域管王里局

アジア地域内
端末管理者

ヨーロッパ地域内
端末管理者

アメリカ地域内
端末管理者

‾‾｢

l

l

l

_+

ユーザー ユーザー ユーザー

注:･-はネットワーク運用体制,一一---は業務運用体制を示す｡

図5 システムの運用体制 新COMPASSIシステムでは,システムの運用をネットワーク運用と業務運用に分類L,それぞれの対応部門を

明確にしている｡
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表2 運用管理者の役割と責仕分担 ネットワーク運用管王里者または業務運用管理者は,それぞれの担当管王里地域について役割と責任分担が明

確に規定されている｡

ネ ッ ト ワ ー ク 運 用 業 務 運 用

担 当 管理地i或 役割と責任分担
一担

当 管理地域 役割と責任分子旦

統括管王里局

東京センタ
ネットワーク全域

l.ネットワークの遠隔運用･監視

2.ネットワーク全体構成

l.管理地域内のネットワーク磯器,回 業務管理局 ネットワーク

l.ネットワーク全域の稼動状況の把

握

2.障害発生時の対応

3∴統計情報の収集と分析

地]或管理局 東京センタ

線の監視 管理センタ 全域 4.構成変更,増設の決定

2.障害発生時の対応 5.保守,テストの計画,他管理者へ

東京センタ アジア地域 3.障害履歴管理 の連絡,実施の管理

ニューヨーク ニューヨークセンタ 4.定期的なネットワーク機器,回線の 6.全ファクシミリ端末の管王里

センタ アメリカ地域 稼動状況の確認

ロンドン ロンドンセンタ 5.稼動統計情報分析結果の把握

端末管理者

管理するファ

クシミリ端末

および利用者

l.ファクシミリ端末周辺の環境整備

2.未出力規展文書,残存文書の配布,

廃棄

3.ファクシミリ端末の管理

センタ ヨーロッパ地域 6.センタ設置機器の構成管理

7.保守,構成変更,テストの計画への

参加,実施の管理

端末管理者

管理するファクシ

ミリ端末,伝送機

器および利用者

1.障害発生の連絡

2.保守,テスト

通常,現地の保守担当者が調査,解析,対策を行うが,ソフ

トウェア障害の場合は対応が困難であり対応に長時間を要す

る｡そこで,本システムでは次に述べる方法ですべてのソフ

トウェア障害情報の収集やプログラムの修正,入れ替えなど

を東京センタで実施可能にしている｡

(1)パケット交換機,HITMUX

パケット交換機の障害情報は,東京センタに設置したNCS

(ネットワーク管理装置)ヘアッブロードし収集する｡また,

プログラムなどを入れ替える場合はNCSから各パケット交換

機に対しダウンロードで配布する｡HITMUXに関しても

HITMUXコンソールが同様の機能をサポートしている｡

(2)TADI,G4ファクシミリ

TADI,G4ファクシミリの障害情報は,それぞれTADIコ

ンソールのプリンタ,障害発生元のG4ファクシミリに出力さ

れる｡この情報をG4ファクシミリまたはG3ファクシミリで

東京センタのG4ファクシミリに出力させ解析し,現地保守員

と連絡をとりパッケージやROMの交換などで対応する｡

(3)FTC

FTCの障害情報は,そのFTCを管理するMHPへ自動的にア

ップロードされ,次に述べるNETM(NetworkManagement)

の機能で東京センタに出力される｡対策はTADI,G4ファク

シミリに準じる｡

(4)蓄積交換処理装置

MIiPのソフトウェア障害情報は東京センタの運用ホスト

(M-680H)でNETMを用いアップロードし収集する｡解析後

パッチ情報,モジュール修正情報などをNETMでダウンロー

ドし対応する｡このほか,NETMを用いてライブラリの修正,

システムの再起動,コンソールメッセージの収集などを実施

している｡運用ホストの機能概念を図6に示す｡

凶 システムテスト

本システムは全世界に分散されたネットワークシステムで

あるため,地域的広がり,時差などの要因によってテストの

実施が難しい｡

また,新規開発製品が多いため,以下に述べる各種テスト

を段階的に実施することによって,システムの早期安定化を

図った｡

(1)SST(SystemSimulationTester)

日立製作所内絵合テストとして,各種テストに先駆けたシ

ステム連動テストを実施した｡

(2)機能テスト

すべてのネットワーク機器を実際の構成に近い形に組み上

げたうえで,各サブシステムごとの単体機能について検証した｡

(3)主要拠点テスト

東京,ロンドン,ニューヨークで中継パケット交換網,フ

ァクシミリ端末装置,主要拠点間電話などの複合機能のテス

トを実施した｡

(4)一般拠点テスト
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運用ホスト(東京)

XFIT

∈誇
NETM

指 令

MHP(東京,ロンドン,ニューヨーク)

OSAS/FT/
HIFIT

応 答

伝 送

NETM

注:略語説明 NETM(NetworkManagement),×F汀(ExtendedFileTransmissionProgram)

OSAS/FT/HIF什(OSIApplicationSupportCommonFacility/Fj】eTransferService/
Hi-1evelFileTrans仙SSion Program)

図6 運用ホストの機能概念 運用ホストとN巨TMを用い,障害情報の収集,ライブラリの修

正,システムの再起動などを実施し,運用の効率向上を図っている｡

一般拠点への機器設置に続き,疎通テストを主体とした機

能テストを実施した｡

(5)NNT(NomuraNetwork Test)

野村謹券株式会社での総合テストとして,実環境下でシス

テム全体の整合性を検証した｡

(6)運用テスト

実際使用する主要拠点,一般拠点の運用者に向けての運用

訓練を目的とし,最終確認テストを実施した｡

切 結 言

グローバル金融ビジネスの急激な発展に柔軟に対応してい

く基盤を強化するため,最新の技術を結集し,MHSプロトコ

ルに基づくファクシミリ蓄積交換機能をはじめとする海外複

合通信システムのインフラストラクチャが完成した｡以降,
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拠点の拡大,ニューメディア技術の進歩に即応しながら,順

次システムの拡張を図っていく｡

システム全体像を見極めながら,今後のマルチメディアネ

ットワークの動向,システム規模の拡大に対応していきたい｡

終わりに,本システムの開発にご指導とご協力をいただい

た関係各位に対し,深謝する次第である｡
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